
大岡山保育園の保育の中で大切にしているものの一つに異年齢の交流があります。保育の中で計画

的に組み込んでいるものもあれば、園庭などでの自然な交流もあります。年下の子どもたちは年上の

子どもたちのしていることに興味を持ち、憧れ、一緒に遊びたくて仲間に入れてもらおうとします。

年上の子どもたちは自分より小さな友達を可愛く思い、また教えてあげたり助けてあげたりすること

が誇らし気です。一緒に遊ぶ中で、遊び方や言葉遣いなどを学び、思いやり 

や優しい心が育つ貴重な経験です。クラスごとに違う帽子の色が混ざり 

合い、寄り添い合って遊ぶ姿は見ていてとても微笑ましいです。こんな 

些細な日常の平和を今後も大切に守りながら、子どもたちの様々な成長 

の機会を職員みんなで支えていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年  １２月１日 

目黒区立大岡山保育園園長 

成長お祝い会 ３～５歳児 

    しめなわ作り ５歳児 

中旬 身体計測 避難訓練 

  新年を祝う会    ３～５歳児 

乳児お楽しみ会   0～２歳児 

中旬 身体計測 避難訓練 

 

≪１月≫    ５歳児クラス 

        ０歳児クラス 

    ３歳児クラス 

≪２月≫    ４歳児クラス 

        ２歳児クラス 

        １歳児クラス 

２２日（火） １歳児クラス

懇談会の日程 今月の予定 

１月の予定 

１２月２９日（月）から１月３日（土）まで保育園はお休みです。 

 

砂のお絵描き、楽しそう 

 
 朝晩冷え込む日が多くなってきましたが、晴れた日の日差しが心地よく、子どもたちは元気に戸外遊びを楽

しんでいます。貴重な日ざしを活用し、初冬を感じられる遊びを十分に経験できるようにしていきます。 

 大岡山保育園の職員は園内研修やクラス会議の中で、子どもの一つ一つの行動から丁寧に思いを探ることを

議題に討議を重ねています。例えば、テーブルの上によじ登ろうとする子どもがいた時、この子どもの思いは

どうなのか、保育士はどう関わるべきなのかを考えて意見を出し合います。大人にとってはやってほしくない

と思う行動でも「もしかしたらこっちを見てほしいって思っているのかもしれない」「本当は一緒に遊びたかっ

たのかもしれない」「高いところから見てみたかっただけかもしれない」と意見を出し合うと、子どもの行動の

裏にある思いが見えて、保育者はどう関わるべきかが見えてくるのです。子どもは話せるようになっても思い

を言葉で説明することがまだうまくできず、話す言葉と本当の思いの間にずれがあります。表情やしぐさ、前

後の状況などを総合して、本当の思いを探り言葉にしていきます。これからも子どもの興味や学びの芽を見逃

さず、一人ひとりの子どもの思いを探ることを繰り返し学び続けていきたいと思います。 

 感染症が流行する時期となりました。生活リズムを整え、十分な栄養と睡眠を取り、子どもたちが毎日元気

に過ごせるよう家庭と連携していきたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育室に段ボールで作った仕切り板を出

しました。おうちに見立てて囲って遊んだ

り、中に入って自分だけの空間としてほっ

と落ち着く場所となったりしているようで

す。ある日、その段ボールの囲いを持って

「しゅっしゅ」と言って歩いている子がい

ました。もしかしたら、電車のイメージか

なと思い、保育士も一緒に「しゅっしゅ」

「だだんだだん」と言って保育室を歩き回

ると、ぱっと目を輝かせ、しばらく楽しそ

うに電車ごっこを楽しんでいました。また

次の日、今度は違う子が同じように電車ご

っこをして遊んでいました。友達の姿や楽

しい遊びは、周りの子もよく見ています。

まだ歩行が始まっていない子もいますが、

段ボールを体にかけてハイハイをして進ん

だり、輪を一生懸命乗り越えながら出入り

をしたりとどの月齢の子も思い思いに遊ん

でいます。ただの段ボール板ですが、素敵

な遊びに様変わりして、室内遊びも楽しい

時間となっています。 

年上の子たちの遊びに興味があり始めて

みた「氷鬼」。鬼にタッチされると氷になっ

て動けなくなり、鬼以外の仲間にタッチさ

れると溶けて再び動けるようになるという

遊びです。最初はルールが難しく、分から

ない子がいたり、タッチされることを嫌が

って参加をためらったりする姿も見られま

した。けれど、友達同士でルールを教え合

ったり、鬼と逃げる側の人数をあえて決め

ず好きな方で楽しめるようにしたりしてき

たことで、ためらっていた子も楽しい雰囲

気に引き寄せられるように自然と遊びの輪

の中に入って遊ぶ姿が増えてきました。今

では「早くお庭に行って氷鬼しよう」と声

があがるほど夢中になっている遊びです。

また氷鬼をしていると４、５歳の子どもた

ちも自然と遊びに加わり一緒に遊ぶ姿があ

ります。足の速いお兄さんを夢中で追いか

けてタッチできた時には「一人で捕まえら

れたんだ」と誇らしげな表情です。簡単な

ルールのある遊びの面白さや達成感を味わ

いながら、思い切り体を動かして遊んでい

きたいと思います。 


